
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

―ダイジェスト版― 

近年，食品表示に関する偽装，牛肉や鶏肉の生食によ

る腸管出血性大腸菌Ｏ１５７による食中毒やカンピロバク

ターによる食中毒の多発など，食の安全・安心を脅かす

さまざまな問題がおこり，市民の皆様の食に対する不安

や不信感が高まっております。 

平成２２年４月１日，本市では，食品の安全性と安心

な食生活を確保し，市民の皆様や多くの観光旅行者の皆

様の健康を保護することを目的とした「京都市食品等の

安全性及び安心な食生活の確保に関する条例」を制定し

ました。 

この条例の趣旨を盛り込み，『平成２２年度京都市食

品衛生監視指導計画』を策定し，計画的かつ効果的に，

監視指導及び食品検査の実施，リスクコミュニケーション

の推進等を実施していきます。 

 

基 本 針方

京都市保健福祉局保健衛生推進室保健医療課 

 
食品表示偽装 

 食 中 毒 

不安だわぁ 

計画的・効果的な 
監視指導を 

ｽｰﾊﾟｰ 

条例制定 

食の安全・安心 

平成２２年４月１日 
施行！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 食品表示の監視指導強化 

３ 輸 入 食 品 の 検 査 強 化 

４ ＢＳＥの全頭検査継続実施 

５ 食品関連情報の積極的な開示 

６ ﾘ ｽ ｸ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝの 推 進 

７ ＪＡＳ法所管機関等との連携強化 

行楽シーズン（春期，秋期）に合わせて一斉監視を行い，基本的な表示項目の確認をはじめ，科

学的・合理的根拠に基づかない消費期限の延長の有無の確認など，適正表示に向けた監視指導を

引き続き実施してまいります。 

市内に流通する輸入食品についてより多くの検査を実施することにより，違反食品を排除し，安

全と安心の確保を図ります。 

本市では市民の安心を確保するため，全ての牛についてＢＳＥスクリーニング検査を継続して実

施します。 

市内で発生した食中毒事件や違反不良食品事件などについて，注意喚起が必要な情報を積極

的に開示していきます。さらに，大規模な食品事故が発生した場合，ホームページや「みやこ健

康・安全ねっと(健康危機管理情報電子メール配信)」を積極的に活用し，市民や食品事業者の皆

様に対し，より正確で迅速な情報の提供に努めます。 

食品産地偽装問題など，農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律（以下，「ＪＡ
Ｓ法」という。）に係る違反事例の多発により，市民の食の安全・安心に対する不安は高まっていま
す。一般監視時においても，ＪＡＳ法を所管する近畿農政局や京都府と連携を図り，違反食品の
排除に努めます。 

「みやこ健康・安全ねっと」，ホームページへの掲載，地下鉄広告，新聞広告の活用など，あらゆ

る広報媒体を通して，市民や食品事業者に食品衛生に係る情報を積極的に提供して参ります。

京都市が行う食品衛生施策について市民等説明会を行い，参加者からの意見収集に努めます。 

食品等事業者が自主的に取り組む衛生管理方法を認証する「京(みやこ)・食の安全衛生管理

認証制度」について，食品等事業者に対し，本制度の普及に努めるとともに，自主衛生管理体制

の構築に向けた相談及び助言等を行い，食品事業者による自主衛生管理の推進を図ります。 

１ 食中毒発生防止の徹底 

計 画 主 の な ポ ンイ ト

８ 食品等事業者による自主的な衛生管理の推進 

食中毒予防 

食品等事業者 

市民の皆様 
行 政 

BSE 対策！！ 

輸入食品 
検査強化 

「京(みやこ)・食の安全
衛生管理認証」を 
取得した印です。 

お肉は 
しっかり焼く 

ノロウイルス 
対策！！ 

ふぐの 
適正な取扱 

◎ 食肉の生食等を原因とするカンピロバクター，腸管出血性大腸菌Ｏ１５７などの食中毒発生防

止の徹底 

牛肉や鶏肉の生食等を原因とするカンピロバクターやＯ１５７食中毒が多発しております。期間

を定め，食肉処理施設，食肉販売施設及び焼肉店等の飲食店に対して一斉監視を行います。 

◎ ノロウイルスによる急性胃腸炎の発生・まん延防止の徹底 

ノロウイルスによる急性胃腸炎が多発する冬期に，宿泊施設，飲食店及び社会福祉施設等に対

して，期間(11 月～3 月)を定め，一斉監視を行い，施設の洗浄消毒，調理従事者の手指の洗浄及

び健康状態について点検するよう周知徹底を図ります。 

◎フグによる食中毒発生防止の徹底 

フグの流通が増える冬期に，フグ取扱施設に対する一斉監視を実施し，有毒部分（肝臓等）の提

供禁止や，無資格者によるフグ処理の禁止といった適正なフグの取扱いについて周知徹底を図り

ます。 
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監 視 制 体

の 視監 計 画

夏期一斉取締り 年末・年始一斉取締り 

行楽シーズン対策① 

路上弁当販売一斉監視

フグ取扱施設一斉監視 食肉取扱施設一斉監視 

集団給食施設一斉監視① 

（社会福祉・病院等） 

ノロウイルス対策 

（社会福祉・病院等，飲食店等）

食品表示の一斉監視②食品表示の一斉監視①

◆夏期における
食中毒発生防止 
及び食品衛生の
向上を図る。 

◆年末年始における食中
毒発生防止及び食品衛生
の向上を図る。 

●行楽シーズンにお
ける宿泊施設及び土
産物製造施設等に対
する重点監視 

●路上での弁当販売者，
当該弁当の製造施設
に対する重点監視 

●社会福祉施設，宿泊施設及び弁当調製所
等に対する重点監視 

●手指を介する二次汚染及び洗浄消毒方
法等の周知徹底のためのリーフレット
配布等による啓発 

●フグ取扱施設（魚介類販売
業，飲食店営業）に対する
重点監視 

●社会福祉施設，学校
等の給食施設（集団給
食施設）に対する重点
監視 

●食肉処理業，食肉販売
業，焼肉店等の飲食店
に対する重点監視 

●食品製造施設や
弁当調製施設等に
対する一斉監視 

行楽シーズン対策② 

検体の種類 検体数 検体の種類 検体数 
魚介類(生食用鮮魚介類を含む。) 190  菓子類 99  
冷凍食品 55  清涼飲料水 11  
魚介類加工品 87  油脂類 49  
肉卵類及びその加工品 558  漬物 76  
乳 22  輸入食品 308  
乳製品 33  残置食 280  
穀類及びその加工品 105  その他の食品 102  
野菜・果物及びその加工品 93  器具及び容器包装 263  

保健福祉局 

  保健医療課 感染症担当，健康増進法担当，薬事法担当 

保健医療課 

市内１１保健センター 

衛生環境研究所本所 
中央卸売市場第一市場内(生活衛生部門) 
中央卸売市場第二市場内(食肉検査部門)  

衛生環境研究所 

厚生労働省 

 

消 費 者 庁 

 

農林水産省 

 

他の自治体 

京  都  市 
連携 

京都市では，保健医療課，市内１１保健センター及び衛生環境研究所と
連携し，食品等事業者に対し，効果的な監視指導及び食品の抜き取り検
査を実施します。また，国，他自治体等の関係機関と連携を図ります。 

観光都市である本市の地域特性を考慮した行楽シーズ
ン対策など，本市独自の一斉監視を実施します。 

市内で製造もしくは流通する食品等の安
全を確保するため，食品衛生監視員が食品
を抜き取り，衛生環境研究所にて検査を行
います。 

連携 

連携 

連携 

文化市民局 
(消費者相談担当) 
 
産業観光局 
(農林水産省担当) 
 
教育委員会 
(学校給食担当) 

集団給食施設一斉監視②

（小学校） 

食 品 等 の 

抜 査検りき 取 



検体数の合計：２，３３１検体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京都市食中毒発生事例のうち
カンピロバクター事例が占める割合の推移
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食中毒菌をつけない 
● 薬用石けんでこまめに手を洗いましょう 
● 肉や魚を切った包丁，まな板は十分に洗

ってから使いましょう 

食中毒菌を増やさない 
● 食品を長時間室温でおかないようにし

ましょう 
● 食品は冷蔵庫や冷凍庫で保管しましょう
● 調理後はすぐに食べましょう 

食中毒菌をやっつける 
● よく加熱しましょう 
● 器具は消毒液や熱湯で消毒しましょう 

保健センター名 所  在  地 電話番号 

北 保健センター 北区紫野西御所田町５６ ４３２－１４７５ 

上京保健センター 上京区堀川通上立売下る北舟橋町８６６ ４３２－３２２１ 

左京保健センター 左京区田中門前町１ ７８１－５１７１ 

中京保健センター 中京区西堀川通御池下る西三坊堀川町５２１ 
８１２－２６３３(直) 

８１２－００６１(代) 

東山保健センター 東山区清水五丁目１３０－６ 
５６１－９１７６(直) 

５６１－１１９１(代) 

山科保健センター 山科区椥辻池尻町１４－２ 
５９２－３４８９(直) 

５９２－３０５０(代) 

下京保健センター 下京区西洞院通塩小路上る東塩小路町６０８－８
３７１－７２９９(直) 

３７１－７１０１(代) 

南 保健センター 南区西九条南田町１－３ 
６８１－３５７９(直) 

６８１－３１１１(代) 

右京保健センター 右京区太秦下刑部町１２ 
８６１－２１８７(直) 

８６１－１１０１(代) 

西京保健センター 西京区桂艮町１－２ ３９２－５６９０ 

伏見保健センター 伏見区鷹匠町３９－２ ６１１－１１６４ 

 

京都市保健福祉局保健医療課 

京都市印刷物第２１４７３５号 

 肉の生食による食中毒が後を絶ちません。
上のグラフは，鶏肉に高確率で付着している
カンピロバクターによる食中毒の発生割合を
示したもので，近年増加傾向にあります。 
 お肉はよく加熱し，食中毒予防に努め 
ましょう！ 



 


